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最近⑳アメ〃浦構鑑雄鷺寧堺

はじめに

私は科学技術庁派遣の海外研究員として脳3年独

月から1964年12月までの1カ年をニュｰ勇一ク市の纂

ロンビア大学ですごした.夏休みの約黛カ月と例回

かの学会出席旅行をのぞいて同大学の構造地質学講座

を主宰するフレッドAドナス教授(F工edA･D･nath)

のもとで過した.

ドナス新授は日本ではまだあまり知られでないよう

だが193!年のミネソタ生まれでミネソタ大学スタ

ンフォｰド大学で学び1958年にスタンフォｰドでPh.

D.を取った.間もなくコロンビア大学に移りAssistant

Pmfessor(わが国の助手に相当すると思う)からAs･

sociatePmfessor(助教授)になった.

ドナス教授の専門は構造地質学のなかでも解析構

造地質学(dynamicstructura1geology)とかときに

は実験構造地質学(experimenta1此geO1･)ともいわれ

ているものでアメリカで最近さかんになってきた部

門である.これに対して従前のものを野外構造地

質学(fie1ds七geo1｡)と呼んで区別する人がV･る･構

造地質学界の最近の傾向がより解析的なものに向かっ

ていることは否めない事実であろう.このような傾向

は構造地質学だけでなく鉱山学･土木地質･地球物理

学でも同様のようにみられる.

今回と次回と2回に分けてアメリカにおける解析構

造地質学や岩石物性学関係のおもな研究機関を紹介して

行きたいと思う.

羽田を出たのは12月10目だった･

留学にしてははんぱなときに放ってしまったものだがド

①摩天機から見たニュｰヨｰク市･マンハッタンの北瀞土判こセントラ

ルパｰクがみえる=1ロンピア大学はセントラルパｰクの北i酉の

層にあたる所にある

星野一男

ナス教授かも至964年秋からサバ毒の体脚ζ入るので鎚年秘

かで抜けれ慰鵠埠秋葉での熔竜といって蓄たのである｡労

バ球とは?牢簿終侮免られるエ隼閥の有給休暇でこの間は講畿

薮する義務は姑'｡自室で研究揮実験してもあるいは外題

へ行く幻も禽尚である｡最悪の揚含は6僻秋以降はひと1)

で実験室ヴ)三隅を借りて仕事でもするつもりで準備のでき次

第ということで12月閉撤こふみきった.

1週間まずロザンゼエルスに滞在カリフォルニア大学の

Griggs教授の実験室をじっくりとみせて頂いた.ニュｰヨ

ｰクにつきドナス研究室の1負となったのはクリスマスの

1週間前だった.当時コロンビアにいた地質調査所の肩原

君とともに翌朝ドナス教授のもとにおもむいた.折しも西ド

イツアｰヘン工業大学鉱物教室のジｰメス博士(H.Siemes)

という人も私と同様高圧岩石破壊実験の研究ということで

ドナス教授と連絡中だったらしい.ジｰメス博士はNATO

の基金で私より1ヵ月早く奥さん･子供2人の全家族と自

家用車ルノｰをもってニュｰヨｰクについていた.

初対面の目ドナスは早速いつから仕事をするのかときいた.

私は明目からと答えたがアメリカ流に考えてもこれは大分はり

きりすぎた答えだったらしい､でもドナスの心証はこれでよ

くなったらしい.あとでそのようなことをいったことがある.

ジｰメスは何と答えたのか矢口らないが結果的には1ヵ月間引

っ越しやら準備やらに目を過したらしく結局私の到着2日

後私といっしょに仕事をスタｰトすることに放った.

1964年6月まで私たちは毎目いっしょに実験をした苗大

学院の口の悪いのにいわせれば“日独連合軍"であった.や

がて夏休みに入る.予定どおりドナス教授は9月からほ休

暇である.だカミドナス教授休暇中の代理としてシェル石油開

発研究所のハンディン博士(John亘andin)がコロンビアにく

るということがわかった.あとで述べるがハイディン博士は

ドナス教授の先生格の人で私が最初にアメリカの実験構造地質

学者として名前をおぼえ留学希望の手紙を出したのはハンデ

ィン博士のもとへだった.ハンディン博士は自分の所は会社

としての性格上留学生はうけいれられないといってドナス教授

を紹介してくれたのである.夏休みの間私はアメリカ･カナ

ダの大学･研究所･石油会社などを2ヵ月にわたって歴訪した.

②有名祖タイムズスクウエアのネオン街盤夜を通じニュｰヨｰクで

最もにぎやか恕所である�
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③ハンテイ/博士(左から2人質)とドナス

夫妻(ニュｰヨｰクの日本料理店にて)実験室と書かれてある

そして9月に再ぴコロンビアにもどり帰国までかねての念願

どおりハンディン先生と実験室をともにすることができた.

ジｰノス博士は私よリ早く帰らなげればならないために私よ

りおそく旅行に増発そしてそのまま帰国して行った.

解析構造地質学について

ドナス研究室はいわゆる普通の地質関係の研究室と

はだいぶ様子が変っている.コロンビアでは誰も

が工abOratOry(実験室)といっていた.部屋にはセ

ンバンや研磨機ボｰル盤カミならび専任の機械屋さん

が絶えずモｰタｰをうならせ何かを作っている.別室

には油圧器械やポンプがおかれ導線がはりめぐらされ

工場のような感じである.

それでは解析構造地質とはどんなものか

第5図はどんな教科書にもでている有名な図だ.

小沢儀明博士は紡錘虫化石をもとに山口県秋吉台の石灰

岩層で時代の古い地層が新しい地層よりも上位にある

ことつまり地層が逆転していることを明らかにした.

古生代には水平のはずであった石灰岩層が現在はアメｰ

のように曲げられある部分は180“回転して他の地層

に重なっているのである.また第6図をみて頂こう.

有名なアルプスの構造の1部である.私たちが日常承

知している岩石の性質からすればとうてい考えられない

ような変形が事実行なわれてい

るのである.

当然ここで起こってくる疑問

は“たとえば秋吉台とかアル

プスとかの構造は何時とのよう

な力が働いてできたものだらう

か"“なぜ秋吉台だけにある

いはアルプスだけにこの構造が

発展したのだろうか"等であろ

う.解析構造地質学はこのよ

うな疑問に答えるために生まれ

てきたものである.科学のど

んな部門でも最初のステップは系統的に偏見のない目

で対象を観察しデｰタを記録し収集することに始まる.

構造地質学でこのステップに相当することは構造形態

(Geo皿etry)の正確な把握すなわちV･ろV･ろの構造

要素(断層とか榴曲とか)がどのように分布しているか

地域的特性はどうかということである.第56図は

このような努力の末に作られたものである.

歴史学を考えてみよう.ルネサンスから近代への幕が開か

れるころは歴史上もっとも興味をひかれる1時代であるに違

いない.だかこのころ目一ロッパの相隣れる数国ですら

歴史は同じようには進まなかった.フランスでは激しい革命

がおこった.しかしイギリスではわき上がる艮衆のエネル

ギｰはいつか巧妙な議会制度に発展して行った.ドイツでは

二革命は遂に大きく緒築せず農民対貴族の関係は幾分中世的フン

イ気を残しながらも形態的には謹一人として否定できないほ

どの進んだ近代国家になってしまった.

歴史学はこのような粟味ある対立を明らかにした.ここで

次のよう恋野間を考えてみよう,“何かこのような差を作っ

たのだろうか?国異性だろうか気候風土の相違があるい

はv･わゆる歴史的偶然というもののイタズラなのだろうか''

いずれにしても関係のありそうな要素を1つ1つ解析して行か

ねばなるまい.これは最早厳密な意味での歴史学ではない

のかも知れない.しかし何であるにしてもこのような疑

問に対しては過去の時代におこった事柄を単にトレｰスするだ

けでは役に立た恋いことは明らかである.構造地質学的にい

えばいろいろな要素を解析しよってきたるメカニズムを追

求しなければならない.

構造地質学におけるこのような第2の面をドナス

は伽蝸搬地婁触舳エ慧呈恩e0;0gyと1呼んでいる.ベロ

ゥソフが使った騨湘ぬ泌sという言葉も若干ニュア

一

II.･

⑤山口県秋吉台の蜘飼図(大蟻弥之助:地質構造とその研究から)

⑥フランス･アルプス断面の1部(DeSitter:S缶uc加胞1G601ogyらか)�
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シスの違いはあるが同様の発想から出発しとなえら

れたものである.私はこれらに相当するものとして

解析構造地質学という語をあてたいと思う.ところで

解析構造地質学は最近になってこつぜんと現われてきた

ものではない.少なくとも解析を試みようとする意志

おそらく地質学がはじまるのと同時にあらわれてきたも

のに違いない.だが本格的な研究がなされてきたのは

非常に最近のことである.事実上第2次大戦後とい

ってよいであろう.な晋か理由は簡単で構造解析

の基礎になる岩石･岩層の変形･破壊理論の研究がおく

れていたためである.岩石の変形は複雑であってた

とえば単純な弾性変形を考えることはできない.で

きないことはかなり前からいわれていたことであるが

しからばいかに複雑であるかはわからなかった.理

論的研究もほとんどなかったし信頼できる実験デｰタ

も少なかった.構造解析の芽は大戦後やっと萩え出

てきた.構造解析の基礎となる岩石･岩層の物性研究

ほそれまで雲といってよかった.したがって当面の仕

事はどうしても解析の基礎となるべき物性研究にま

ず向けられることになる.この状態は現在まで続いて

いる.

一言でいえば解析構造地質学の現状はまだ第1目

標たる岩石･岩層の物畦研究に重点をおかなけれぱな

らない段階で最終目標たる地質構造の解析にはじゅ

うぶんにタッチしていないというところである.

アメリカの概況

それではアメリカにおける戦後の解析構造地質学界

を展望してみよう.大きく2つの流れをみることがで

きる.

1.工｡ckdeformation

㈮浯����

である.

R㏄kdefOrm批i0皿は直訳すれば岩石変形である

が実質的に小型の岩石試料を高射圧･高温などのい

ろいろな物理条件下で高荷重下に変形･破壊せしめる実

験をさしている.常圧下の実験では1方向の荷重しか

加えないが高射圧下では試料の側面に油圧を加える

ので三方向に圧力を加えた場合のテストができる.そ

れで三軸高圧実験といわれることカミ多い.最初に岩石

の高圧三軸実験をやった人としてF.D.Ada血sがいる.

最初の論文は1910年に出た.その名は伝説的に有名に

なっている.Rockdeformationの意義は次のような

ことである.地層カ童変形を受けた所は地殻中の深所で

そこは相当の高圧(岩石比重を2.5とすれば岩石の自重

!ホ

ｰL｢

卜1

戸

㌃

⑦円簡形試料の封圧σ3と噛11圧｡'1および搬力性割れ固(控)

と勇断性割れ目(宿)

のみで単純に考えて深度1000mについて250気圧づつ

封圧が増加することになる).高熱(たとえば新潟･南

関東では100mにつき2｡一3.C上昇する)ことが予想さ

れるのである.このような環境下で岩石の変形･破壊

がどのように変るかを実験することは地質構造の正し

い解析のためには是非必要なことである.

高圧三軸実験には技術上いろいろな問題点があった.

古くからまづ問題になったことは封圧(油圧)が試料

中に侵入するのを防ぐために試料にかぶせるしゃへい

筒である.これカミ薄いと高圧の油を防ぎきれないし

厚すぎると肝心の試料の変形が自然とおりに進行し

なくなってしまう.また高熱の場合には熱にたえ得る

ものでなくてはならない.細かなことだが最もたいせ

つなことは試料の整形である.上･下端が厳密に平行

になっていないと応力のかかり方カミ不均一になって

実験結果にぱらつきがでるようになるぱかりかピスト

ンが滑ってしゃへい筒が破れる原因を作ることになる.

アダムスカミ用いたのはかなり厚い軟鉄であった.こ

のようにしゃへい筒をはじめとするv'ろいろな技術

上の難点カ茎あって科学的にまず信用できるデｰタを

初めてだしたのはDT･G工iggsで1936年のことである.

Griggsは彼の研究の結果を1942年に米国地質学会発

行の物理常数表(HandbookofPhysica1C㎝stants)に

まとめた.

大戦後Griggsをはじめとするこの方面の研究者は数

を増し先駆者による“長年の蓄積"は春を迎えたかの

ごとくいっせいに花を開くことになる.1956年にカリ

フォリニア･ロサンゼルス大学で開かれたRockDe･

formationのシンポジウムには約50人の科学者が集凌っ

たといわれる.その論文集“ROckDefo･mation"

(GeoLSocietyAmer･MemoirNo.79.1960)を見れば

実験岩石変形学がまずアメリカにおいて揺らん期を

脱し明らかに第2の時期に入ったことを認めざるを得

ないだろう.�
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Ro.kde{orm･tionの現況は以下に各研究所ごとに紹

介するつもりなので概観は一応これまでとするがこ

こに強調しておきたV･ことはrockdefomlationの実験

技術上の問題点は少なくともアメリカでは一応片が

つき実験技術も確立され1部はすでにルｰチン化さ

れておりしたがって実験デｰタも安定性のよv'信頼度

の高いものになっているということである.

醐0de1St汕yについて.構造模型研究といったら

よいであろう.なお3つの流れに分けることができる.

その1は粘土･プラスチック･紙などの可塑剤を使っ

て摺曲や割れ肩を作るもの.手近な材料で実際の

地質構造に類似のバタｰンが巨視的にカンタンに作られ

るところから古くから行なわれていたものである･

旺C1oos(1955)の研究はこ?種のまとめといってよ

いであろう.しかしこれら模型材料によって作られ

た構造パタｰンを実際の地質構造解析に適用させよう

とするときは航空機･船舶の模型実験(風どう･大型

水槽などに模型を固定させ風･水流を模型の縮尺に

あわせて適当の速度で運ばせるもの)で行なわれている

ように材料の物性変形率大きさなどを現実の地層

物性変動の遠さ規模に合わせて一様に変えて行く

ことすなわち次元解析が不可欠である.H･Hu止bert

(1937)の論文はこの意嫁で模型解析をはじめて科

学的に扱ったものとして重要である.最近Hami1ton

(1962)が発表した論文はまた興味ある結論をのべてい

る.彼は現在われわれが実験室で再現できる模型の

大きさ変形率の範囲では忠実に現実の地殻変動過程

に対応せしめられる材料を見いだすのは困難であるとい

っている.このことは粘土などを使った実験が実

は単なるアナ日ジイを1歩もてることができない危険性

のあることを痛烈に示している.

第2は数理解析である.摺曲にせよ断層･節理に

11･一州1琴一せよズリの応力のな

⑧G.S.A.Memo虹No.79“RockDefor-

matiOn"の中表紙実験岩再変形学の研究

臭に111寺期を画した

い単に押しとか引き

とかの力の働く場なら

ばメカニズムを非常

に単純化して考えるこ

とができる.数理的

にいえばいかに力学

的に複雑な場でも主

応力の分布いわゆる

Stressdistributionを

知ることカミできれば

因って生ずべき構造バ

タｰンを正確に予期す

ることができる.力学的にいろいろな境界条件を考え

る.そしてその後に生ずべき主応力分布を計算する

こと.これが数理的解析の大ざっぱなあらすじである.

W.Hafneτ(195!)S.Bhattacharji(1958)A.R.Sanford

(1959)Biotなどが代表的な論文を発表している.

第3はこのごろ盛んになってきたことであるが光

弾性実験によって主席カ分布を求めることである.

数理解祈や光弾性実験にとって難点というべきところ

は“逆は1つならず'葦ということである.Aなる境

界条件･仮定でaという主応力分布が得られたとしよう.

しかしaなる主応力分布がAなる条件のみに関係して

いるということはなかなかいい切れないことで地

質資料の裏づけなしに数理解析の結果のみを引用する

ことは非常に危険である.

岩凋物性学について

以上で解析構造地質学が構造地質学全体のなかでどの

ような役割りを果たすべく生れてきたかわかって預け

たと思う.岩石や地層に対するこのような解析的ア

プロｰチは単に構造地質学だけではなく鉱山学土木

地球物理学などにおいて必要性を認識され最近とみ

に関心がよせられているのである.そして地質をも

含めて関連科学分野に共通する言葉として岩石物性学

(rockmechanics)という語が使われるようになってき

た.

アメリカでrockmechanicsという語が最初に使われ

たのは1956年でコロラド州デンバｰにコロラド鉱山大

学他数校が主催して開かれた採鉱に関するシンポジウ

ムのときでこのときの大会テｰマをrockmechanics

にすると決められたときである.(地質ニュｰス117

124号参照).まもなくアメリカ地質学会のなかにも

rockmechanics委員会が作られ1963年には国立科学

アカデミｰ(NationalAcade皿yofScience)の工｡ck

mechanics委員会へと発展して行った.委員は各方

面を代表する長老級の人で構成されている.現況を知

るうえに興味があるので委員名所属等を列挙してみ

よう.

DonU.Deere(イリノイ大学地質･土木工学部)

Wi1burI-Duva11(鉱山局応用物理研究所)NilesG･os･

venor(コロラド鉱山大学).RobertH.Merrill(鉱1』｣

局デンバｰ鉱1⊥1研究センタｰ)DartWantland(国土開

発局)JohnW.Handin(シェノレ石油開発研究所)

EugeneC.Robe工tson(地質調査所理論地球物理研究

部)VictorDo1mage(コンサルタントカナダ)Char1es

LEmery(クイｰンズ大学鉱山学部カナダ).

日本式にみてせまい意味での地質屋はノ･イデイン1�
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人である.いわばノ･ンディンが委員会で狭義の地質

学界を代表した形になっている.

主要研究機関

アメリカにおける代表的な岩石物性関係の研究機関を

あげてみよう.

基磯部門では

1,UCむA(カリフォル皿ア大学ロサンゼルス校)

2.鴛獺ンどア大学

3,Mけ(嘩妙チュｰセッツ工科大学ケンブリッジ)

逐.合衆国地質調査所(ワシントン)

5.シェル石油開発研究所(ヒュｰストンテキサス)

があるが実験室の規模･スタッフからいってひとき

わ群を抜いているのがシエノレである.

応用部門についてみると鉱山関係ではコロラド

鉱山大学ペンシルベニア州立大学ミネソタ大学ミ

ズrリ大学鉱山局がおもな研究機関であるが一般の

鉱山会社でも現場関係の研究室を持っている所カミ多い

ようである.その他ではデンバｰの国土開発局

(BureauofReclamati㎝)の大規模かつ組織的物性研究

室は非常に興味のあるものである.

コ回シビア大学岩;再変形築験室

コロンビア大学はモｰニングサイドノ･イツという

マンハッタン島北西部の本郷台のような丘の上にある宮

⑩Faim㎝tというドイツ料理レストラン

地質ニュｰス131号に石原技官が書いているようにコ

ロンビア大学の地質学科はノ'一バｰトプリンストンな

どの大学と比べて優るとも劣らぬ陣容を備えている.

層位関係の大御所は地向斜で有名なケイ数授(Ma二

rsha11Kay)で近いところに堆積学･古生物学のイン

ブリェ教授(JohnImbrie)と構造地質学のドナス(助)

教授が列する.教授助教授が日本のように必ずし

もタテの線で並はずに独立して各々の講座･学生を持

てるようになっているらしい.

最初に述べたようにドナス教授の研究室はさながら

小工場のようである.トビラにはRockDefo工㎜ation

Labora芋｡ryと書かれてある･

ドナス研究室の高圧実験機は第15図のようなものを基

礎に組立てられている.箪15図の5か第16図の写真で

③ドナス研究室のすぐ前の横丁にある“AxI"(安芸)

ストラン学生たちに中々評判がよかった

籔岬狡榊か費第

⑫ドナス研究室の近くにある食料吊屋昼にはここでご希望通リのサン⑲コ回ンビァ大学はモロニングサイドノ･イツという高台にあり

ドウィツチを売る下はこのように黒人街ハ□レムに接する

口回ンビァ大学の付近大学周辺には学生向きのいろいろなレストランがある値段も学生向きである

丘の�
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ドナス教授が両手で据づけようとしている側圧容器であ

る.三軸試験の原理は7図のようにまず円筒形の

試料の側方に封庄内を川へる､第15図の7が側圧発生

系統である.16図の写真では教授の右側にあるハンド

場合軸圧容量は40000㎏/cm2である).

三軸試験結果の良否を左右するものは第1に試料の

整形である畠整形はまずボｰル盤恒捨石用ビットを

つけてくりめく(!8図).次に研磨盤つきセンバ1■

で両端をV500の精度熔仕上げる(19図).後のプロセ

スがとく虹藍要でこの仕上げが雑だと必ず実験結果

に大きなバラツキがでてくる由

⑮ドナス研究

室の3軸試験

機の系統図

⑮3軸試験機

とドナス教授

ジｰメスと私は最初の1ヵ月彼は有名なS01en･

hofen石灰岩を私はIndian頁岩というアパラチヤ産

の船川頁岩によく似た頁岩を整形した.Solenhofen

の方はスムｰズに行ったカミエndianの方はビットに

水を通して下して行くと完全なくりぬきができるま

えに細かく砕けてしまって10回やっても成功するのは

1～2という有様だった.こんなちようしではい

つ肝心のテストに漕ぎつけられるのかと思うと到着早

々のその頃は沈まぬ気分の目カミ多かった.とうとうビ

ットを1っ折ってしまうとドナス教授もあきらめた

のか別の頁岩にかえるといいだした.

やっとのことで整形が終っても次の関門であるレコ

ｰダｰの調整がたいへんだった.三軸実験の結果は

差圧(軸圧よリ封圧を減じたもの)対歪%(差圧が

大きなる紀つれて円筒型試料は軸方向に縮む縮みの原

の長さに対する比が譲茄である)塚)関係図であらわさせ

る.封圧は実験申は一定ぽ保つ由そして封圧をロｰ

ドセノレ(荷重計)から盃を差動トランスから記録計

(第20図)にみちびくのである.

ドナス槍実験技術をおぼ克たいという私とジｰメスの

希望に忠実に麻じてくれた宙たとえ津新しい記録計を

持ってきてほんの遂§分接続の見取り図を書き説

明しただけで行ってし畿う｡説明書を読み導線を接

続する.ほとんどが私にとって新しい経験であった.

幸たつ花のはジｰメスという恰好な相棒がいたことで

ジｰメスは払お同じくらい英語が下等だったがしかし

鉱物屋さん化けあって電気に関する知識は私よりもは

るかに持ってい淀から本当に助かった,

その間にドナスは半分は私たちのためだと思うが

ドナス概究蜜の大淀ち艦列歳か亀｡ドナス教授:ジｰメス博士夫人:

ジｰメス鱒企喜D細で幽…苅(大学院);ドナスの秘書Mi醜吉M齪岨ee口

Sher1oc長葦獲誰猟裏マ窃igお竃(大学鶴)…K縁茅膿夫人L{孤da…恩dwinKar壕

(大学腕);落籍綱列煮からドナ汲幾人:ジｰメス鱒士の長女高校

生:晦三夏爽人｡鮒翁至馳麦至を繕鰯する畿で1まドナス鼠)秘奮たつ怒妻

Rodgeで馳1王:y銅1曲t幾人減鮒i酬搬1糾磁b爽人跳鯛b豊眺地質

の学生渡柳恕二し鱗鮫緊鮒呈董(大学院)(ジｰメス博士竃で)このよ

うに大学院学釧誼縁とん芝精雌し一てユ～2ノψ子持彰である

｡ふ.'�
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1週2時間づつ高圧実験の特別講義を開いてくれた.

材料の強度計算から材械の設計圧力系統の組合わせ

高圧シｰル計測etc.1通りの講義であった.こ

れは本当に有難かった.この講義は小人数でドナスは

おもに黒板に図など書きながらセミナｰ形式で進めら

れたので私にしても英語の講義に慣れるという副産物

があった.

コロンビアでの最初の23ヵ月はいろいろ苦しい

ことも意外なこともあったがここで実験のABCか

ら体系だった研修を積むことができたのはあとあと

いろいろな研究所めぐりをしたときにどれほど役にた

ったかいえないくらいである.

ドナス研究室には私が着いたとき5人の大学院学生

がいた.4人が実験で1人がフィｰルドをやっていた.

ドナスのp11.D論文はオレゴン州のBasinぷa㎎e構造

の断層系統に関するものである.59年にコロンビァヘ

移ってから本格的に実験構造地質の道をすすみコロン

ビアの構造地質講座をrockdeformation1aboratoryに

作りかえてしまった.この行き方はMITのB工ace教

授に似ている.彼の学生のうち4人はすでにMs.

Swo出からPh.Dwo企までラボラトリのみで日本

式の極限された意味をとれば地質屋ですといえないの

かも知れない.この辺に解析構造地質学カミすでに

確立されたアメリカの強み3代にわたる実践の重み

がうらやましく感じられる.

ドナスの実験の最初のテｰマは層理面･片理面など

地層中に内在する既存の割れ目が岩石変形にどのよう

な影響を与えるかということであった.その頃19

60年頃までにノ･ンデインによって代表的なアメリカ産

堆積岩の1般的な応カｰ歪曲線は描かれていたし高温

状態間隙水圧状態もハイデインが追求しておりまた

低荷重率実験はハンデイン研究室のハｰドがやっついた.

のこる問題として異方性の問題がありこれはJaeger

(1960)により1応の理論式がすでに示されていた.

ドナスカミこのテｰマに興味を持ったのは当然のなり

行きで賢明だったと思う.実験の結果は23年後

地質学雑誌やサンタモニカ国際岩石物性会議で発表さ

れてV･るがまづ成功であった.Cou-o㎜も･Moh工の

説で計算したJaegerの式ともよく合ったしまたG･･

i丘thcrack説を使ってもよく一致することが1963年

アメリカ地球物理学会のおりBra･eによって示.された.

ドナス白身ここ23年は実験室の整備･拡張を第

1に考えておられるようである.私がいたときも新

しい部品がつぎつぎに運ばれてきていた.最近の手

紙では高温装置も完成したようで昨秋1年のサバオ

の休暇を終って研究室に帰ったあとなので遠からず新し

い結果が続々とあらわれてくることであろう.

(筆者は燃料部)

⑲ボｰル盤

にとりつ

けた岩層

用ビツト

で試料を

くりぬく

⑲試料端面整形用研磨センバン

⑳

封圧と盃

を記録す

る2チャ

ンネル･

レコｰダ

⑳既存の割れ口(この揚禽は粘板岩の剥坦面)⑳

にいろいろな角度で軸圧を川へた場合の3軸

試験結果Maエtinsburg粘板岩封圧

500㎏/cm2.

⑳の結果を拡大灘片写真に

とったもの剥坦面と軸圧の

なす角度15｡封圧1600

㎏/cm2�




